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『
過
程
の
演
習

新
国
語
問
題
集
』
補
足
・
解
説
・
解
答

７

『
後
漢
書
』
列
女
伝

23

［23

］
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
返
り
点
・
送

り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。〈
滋
賀
大
〉

太

原

王

覇

妻

者
、
不

知

何

氏

之

女

也
。
覇

少

立

高

節
、
光

2
0

4
206

1
9

8

武

時

連

徴

不

仕
。（
中
略
）
妻

亦

美

志

行
。
初

覇

与

同

郡

令

1
6

4

狐

子

伯

為

友
。
後

子

伯

為

楚

相
、
而

其

子

為

郡

功

曹
。
子

1
2

3

伯

乃

令

子

奉

書

於

覇
。
車

馬

服

従
、
雍

容

如

也
。
覇

子
、
時

1
7

8
1

5
5

1
3

8

方

耕

於

野
、
聞

賓

至

投

耒

而

帰
、
見

令

狐

子
、
沮

怍

不

能

2
0

8仰

視
。
覇

目

之
、
有

愧

容
。
客

去

而

久

臥

不

起
。
妻

怪

問

其

故
。
始

不

肯

告
。
妻

請

罪
、
而

後

言

曰
、
「
吾

与

子

伯

素

1
6

6
1

2
6

不

相

若
。
向

見

其

子

容

服

甚

光
、

挙

措

有

適
。
而

我

児

曹

102
191

蓬

髪

歴

歯
、
未

知

礼

則
、
見

客

而

有

慙

色
。
父

子

恩

深
、
不

134

覚

自

失

耳
。」
妻

曰
、「
君

少

修

清

節
、
不

顧

栄

禄
。
今

子

伯

157

之

貴

孰

与

君

之

高
。
奈

何

忘

宿

志

而

慙

児

女

子

乎
。
」
覇

109
72

屈

起

而

笑

曰
、「
有

是

哉
。」
遂

共

終

身

隠

遁
。（
『
後
漢
書
』
列
女
伝
）

124
65

●
句
法
・
用
字
チ
ェ
ッ
ク

※
字
に
付
せ
る
数
字
は｢

明
説
」
の
頁
数
也
。

パ

ン

ダ

者

2
0

4女

206少

1
9

8亦

1
6

4相

1
2

3乃

1
7

8令

1
5

5
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於

1
3

8方

2
0

8肯

1
6

6与

1
2

6不

相

若

102適

191未

134耳

157孰

与

109奈

何

72

是

124哉

65

終

身

問

二
重
傍
線
部
⒜
⒝
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
せ
。
現
代
仮
名
づ
か

１
い
で
も
よ
い
。

⒜
意
味
＝
ち
ょ
う
ど

⒝
意
味
＝
ふ
さ
わ
し
い

問
２

傍
線
部
Ａ
・
Ｂ
を
、
書
き
下
し
文
に
な
お
せ
。

動
詞
の
活
用
に
注
意

Ａ

●
於
→
～
に

●
奉
る
〔
訓
・
四
段
〕
／
奉
ず
〔
音
・
サ
変
〕

Ｂ

●
肯
ん
ず
〔
サ
変
〕

せ
／
し
／
す
／
す
る
／
す
れ
／
せ
よ

●
告
ぐ
〔
下
二
段
〕

※
告
げ
／
ず

→

げ
／
げ
／
ぐ
／
ぐ
る
／
ぐ
れ
／
げ
よ

エ
音
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問
３

波
線
部
（
ア
）
と
あ
る
が
、
王
覇
は
何
を
恥
じ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。

①
ま
ず
は
、
直
前
。

「
覇
子
、
時
方
耕
於
野
、
聞
賓
至
投
耒
而
帰
、
見
令
狐
子
、
沮
怍
不
能
仰
視
。」

・
王
覇
の
子
が
、
令
狐
子
伯
の
子
を
見
て
、
●
気
後
れ
し
て
、
見
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

・
父
王
覇
は
、
そ
れ
を
見
て
、
恥
じ
た
。

②
次
に
、
王
覇
が
妻
に
し
た
説
明
か
ら
。

「
向
見
其
子
容
服
甚
光
、
挙
措
有
適
。
而
我
児
曹
蓬
髪
歴
歯
、
未
知
礼
則
、
見
客
而
有
慙
色
。」

令

狐

子

伯

の

子

の

よ

う

す

王
覇
の
子
の
よ
う
す

・
令
狐
子
伯
の
子
＝
姿
も
立
派
、
所
作
も
適
切

●
王
覇
の
子
＝
姿
は
み
す
ぼ
ら
し
い
、
礼
儀
も
知
ら
な
い
、
お
ど
お
ど
し
て
い
る

答
案
は
、「
自
分
の
子
の
駄
目
な
と
こ
ろ
＝
●
印
」
を
書
く
。
１
容
姿
、
２
礼
儀
（
ふ
る
ま
い
）、

３
態
度
（
気
後
れ
）
の
三
要
素
が
必
要
。

問
４

傍
線
部
Ｃ
を
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

今

子
伯
之
貴

孰

与

君
之
高
。
Ａ
と
Ｂ
は
ど
ち
ら
が
よ
い
か
。
→
「
Ｂ
が
よ
い
」
の
含
意

Ａ

109

Ｂ

●
子
伯
之
貴
＝
令
狐
子
伯
の
身
分
が
高
い
こ
と

●
君
之
高
＝
あ
な
た
（
王
覇
）
が
高
節
を
守
っ
て
い
る
こ
と
。（
出
世
や
金
銭
を
求
め
な
い
こ
と
）

☆
孰
与(

い
ず
れ
ぞ)

→
疑
問
で
止
め
ず
、「
Ｂ
の
方
が
よ
い
（
上
だ
、
す
ぐ
れ
て
い
る
）」
の
意
味
ま

で
い
う
。

◎
問
５

波
線
部
（
イ
）
に
は
、
王
覇
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
か
、
四
〇
字
程
度
で

説
明
せ
よ
。

☆
ま
ず
訳
す
。

●
「
覇
屈
起
而
笑
曰
、「
有
是
哉
。」」
＝
王
覇
は
、
身
を
起
こ
し
て
笑
っ
て
言
っ
た
、「
こ
れ
が
あ
っ
た
な
あ
」。

▼
「
こ
れ
」
と
は
？
＝
「
清
節
」
と
か
「
宿
志
」
と
か
い
わ
れ
て
い
る
、
王
覇
の
ポ
リ
シ
ー
。

☆
過
程
を
整
理

王
覇
＝
能
力
の
高
い
、
立
派
な
人
物
で
あ
る
が
、
出
世
や
お
金
に
惑
わ
さ
れ
な
い
と
い
う
志
に
し

た
が
っ
て
行
動
し
て
き
た
人
。

↓
自
分
の
子
を
他
と
比
べ
た
こ
と
で
、
一
瞬
志
を
忘
れ
、
し
ょ
げ
ち
ゃ
っ
た
。
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↓
妻
に
あ
な
た
に
は
志
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
た
。

↓
自
分
に
は
、
志
が
あ
っ
た
な
あ
、
と
気
づ
き
直
し
た
。

☆
押
さ
え
の｢

気
持
ち
」
＝
「
起
き
ず
」
→｢

起
き
上
が
っ
て
笑
っ
た
」
と
い
う
変
化
に
着
目
。

●
元
気
を
取
り
戻
し
、
志
の
通
り
に
生
き
よ
う
と
い
う
意
欲
が
湧
く
←
自
分
で
こ
と
ば
を
考
え
る
。

【
冊
子
の
解
答
】

問

⒜
＝
ま
さ
に

⒝
＝
か
な
ふ
（
う
）

1
問

＝
乃
ち
子
を
し
て
書
を
覇
に
奉
ぜ
し
む

2

A
＝
始
め
（
は
）
告
ぐ
る
を
肯
ぜ
ず

B

問

（
容
貌
や
振
る
舞
い
の
と
て
も
立
派
で
あ
っ
た
令
狐
子
伯
の
子
に
比
べ
て
、）
自
分
の
子
が

3
見
た
目
も
悪
く
、
礼
法
の
規
則
も
知
ら
ず
、
立
派
な
人
物
を
前
に
す
る
と
気
後
れ
し
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
。

問

今
、
令
狐
子
伯
の
身
分
が
高
い
こ
と
と
、
あ
な
た
の
志
が
高
潔
で
あ
る
こ
と
と
は
ど
ち
ら
が

4
優
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
で
す
。

問

若
い
頃
か
ら
高
潔
な
志
を
持
っ
て
生
き
て
き
た
こ
と
を
妻
の
言
葉
で
思
い
出
し
、
元
気
を
取

5
り
戻
し
た
気
持
ち
。（

字
）

43
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［23

］
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
設
問
の
都
合
上
、
返
り
点
・

送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。〈
滋
賀
大
〉

注
①
太

原

王

覇

妻

者
、
不

知

何

氏

之

女

也
。
覇

少

立

注
②
高

節
、
注
③
光

武

時

連

徴

不

仕
。
（
中
略
）
妻

亦

注
④
美

志

行
。
初

覇

与

同

郡

令

狐

子

伯

為

友
。
後

子

伯

為

注
⑤
楚

相
、
而

其

子

為

注
⑥
郡

功

曹
。
子

伯

Ａ
乃

令

子

奉

書

於

覇
。
車

馬

注
⑦
服

従
、
注
⑧
雍

容

如

也
。
覇

子
、
時

⒜
方

耕

於

野
、
聞

賓

至

投

耒

而

帰
、
見

令

注
⑨
狐

子
、

沮

怍

不

能

仰

視
。
覇

目

之
、（
ア
）
有

愧

容
。
客

去

而

久

臥

不

起
。
妻

怪

問

其

故
。
Ｂ
始

不

肯

告
。
注
⑩

妻

請

罪
、
而

後

言

曰
、
「
吾

与

子

伯

素

不

相

若
。
向

見

其

子

容

服

甚

光
、
注
⑪
挙

措

有

⒝
適
。
而

我

注
⑫
児

曹

注
⑬
蓬

髪

歴

歯
、
未

知

礼

則
、
見

客

而

有

慙

色
。
注
⑭
父

子

恩

深
、
不

覚

自

失

耳
。」
妻

曰
、「
君

少

修

清

節
、
不

顧

栄

禄
。
Ｃ
今

子

伯

之

貴

孰

与

君

之

高
。
奈

何

忘

宿

志

而

慙

児

女

子

乎
。
」（
イ
）
覇

注

⑮
屈

起

而

笑

曰
、「
有

是

哉
。」
遂

共

終

身

隠

遁
。

（
『
後
漢
書
』

列
女
伝
に
よ
る
）

注

①

太
原
―
―
地
名
。
今
の
山
西
省
。

②

高
節
―
―
高
潔
な
節
操
。

③

光
武
―
―
後
漢
の
光
武
帝
。

④

美
志
行
―
―
志
と
行
い
が
立
派
で
あ
る
。

⑤

楚
相
―
―
楚
の
国
の
宰
相
。

⑥

郡
功
曹
―
―
郡
の
人
事
を
担
当
す
る
官
。

⑦

服
従
―
―
お
供
の
者
。

⑧

雍
容
如
―
―
堂
々
と
し
た
さ
ま
。

⑨

沮
怍
―
―
気
後
れ
し
て
恥
じ
入
る
。

⑩

請
罪
―
―
謝
る
。
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⑪

挙
措
―
―
立
ち
居
振
る
舞
い
。

⑫

児
曹
―
―
子
供
。

⑬

蓬
髪
歴
歯
―
―
ぼ
さ
ぼ
さ
の
髪
の
毛
と
が
た
が
た
の
歯
並
び
。

⑭

父
子
恩
深
―
―
父
と
子
の
情
愛
が
深
い
。

⑮

屈
起
―
―
が
ば
っ
と
身
を
起
こ
す
。

問
１

二
重
傍
線
部
⒜
⒝
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
せ
。
現
代
仮
名
づ
か

い
で
も
よ
い
。

⒜
［

］
⒝
［

］

問
２

傍
線
部
Ａ
・
Ｂ
を
、
書
き
下
し
文
に
な
お
せ
。

Ａ
［

］

Ｂ
［

］

問
３

波
線
部
（
ア
）
と
あ
る
が
、
王
覇
は
何
を
恥
じ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。

［
目
安
］80

字

問
４

傍
線
部
Ｃ
を
、
現
代
語
訳
せ
よ
。

◎
問
５

波
線
部
（
イ
）
に
は
、
王
覇
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
か
、
四
〇
字
程
度
で

説
明
せ
よ
。


